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第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  平成30年５月11日に公表した平成31年３月期第２四半期累計期間業績予想と本日公表の実績値に差異

が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成30年５月11日に公表した平成31年３月期通期業績予想につきまし

ても下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成31年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異(平成30年４月１日～平成30年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

707 

百万円

△ 34 

百万円

△ 33 

百万円 

△ 42 

円 銭 

△ 33.12 

実績値（Ｂ） 555 △ 97 △ 96 △ 99 △ 78.19 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 152 △ 63 △ 63 △ 57  

増減率（％） △21.5 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成30年３月期第２四半期) 
646 △ 63 △ 61 △ 64 △ 51.16 

 

 

２．平成31年３月期通期個別業績予想数値の修正 (平成30年４月１日～平成31年３月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

1,646 

百万円

44 

百万円

44 

百万円 

28 

円 銭 

22.08 

今回修正予想（Ｂ） 1,150 △158 △157 △162 △127.74 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 496 △202 △201 △190  

増減率（％） △30.1 － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成30年３月期) 
1,299 △121 △118 △124 △97.95 
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３．差異及び修正の理由 

当第２四半期累計期間につきましては、前事業年度から引き続き出荷数の高い伸び率を見込んでいる

「ＯｐｅｎＢｌｏｃｋｓ（オープンブロックス）ＩｏＴファミリ」について、パートナー企業が様々な

業種の企業に対して提案するＩｏＴシステムやサービスへの採用が進んでいますが、ＩｏＴ導入はエン

ドユーザーの経営体制や構造に変化をもたらす性質を有することから、導入に向けたエンドユーザーの

意思決定に時間がかかり、本格的な受注獲得には時間がかかっております。また、当社製品を含むＩｏ

Ｔを導入した企業への直販が一段落したことから、前年同期に比べ出荷数は減少となりました。製造業

向け製品である「ＯｐｅｎＢｌｏｃｋｓ ＩＤＭアプライアンス」及びＩｏＴのＳａａＳサービスにつ

いても新規顧客の獲得に注力したものの計画値には及ばず、ＩｏＴ事業の売上高は予想に比べ未達とな

り、全体の売上高は予想を下回る結果となりました。 

損益面につきましては、売上高の計画未達の影響により、営業利益、経常利益、四半期純利益とも予

想を下回る結果となりました。 

また、通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績及び直近の受注動向を踏まえ、後述

するサービス型事業モデルの展開などによる将来の業績向上は見込めるものの、当期中の業績向上への

寄与は限定的な状況にあります。当社は、初期ＩｏＴ市場を牽引した初期顧客への製品導入が一段落し、

市場の成熟に伴い、今後各産業の主流と期待されるＩｏＴ中期市場の主軸となる顧客群への製品導入お

よび必要なエコシステム形成に営業活動を集中しております。これらの営業活動は、顧客の経営上の意

思決定やパートナー企業の販売担当者等への当社製品の理解を浸透させる必要もあることから売上計

上までに一定期間要することが想定され、当期中の売上計上は難しいと判断したことから、当事業年度

のＩｏＴ事業の売上高は当初予想に達せず全体の売上高は当初予想を下回る見通しとなりました。 

損益面につきましては、売上高の計画未達の影響により、営業利益、経常利益、当期純利益とも当初

予想を下回る見通しとなりました。 

 

従来より予定しているサービス型事業モデルへの移行につきましては製品開発が順調に進行してお

り、９月にはＩｏＴリモートマネジメントサービス「ＡｉｒＭａｎａｇｅ（エアマネージ）」を含むサ

ブスクリプションをＩｏＴファミリの全モデルに標準添付するなど、サービス型事業モデルを強化しま

した。この取り組みは、今後サービス事業の累積的な売上増を図るものであります。 

当社は、引き続きＩｏＴ事業に経営資源を集中し、拡大が見込まれるＩｏＴ市場に向けた製品とサー

ビスの開発やパートナー企業との連携、顧客の開拓に注力してまいります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以上 

 

 


